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小本川の流木捕捉施設設計に関する
水理模型実験による検討

OＰＳ２ 大規模洪水時の流木流出の特徴と対策へ向けて

２０１８年河川技術に関するシンポジウム（2018年6月13日）
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平成28年の台風10号豪雨により、流木を起因とする家屋や橋梁の被害が拡大．
被害軽減を図るため河道湾曲部に「流木捕捉施設」を整備する計画が立案．

■流木捕捉施設設置予定箇所（河口から34km地点）

■被害の状況

はじめに

■台風10号による被災状況

岩手県提供

岩手県提供

岩手県提供

基図：地理院地図

小本川

捕捉施設設置予定箇所

岩泉町役場

乙茂地区
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【参考】岩手日報（平成29年1月12日）

木捕捉施設予定地（2017年4月撮影）

新河道
掘削

流木堆積予定地

流木止め
スリット構造
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【参考】河川に設置した流木捕捉施設の事例

出典：第4回流域圏シンポジウム「出水時における流木の発生」

小本川の流木捕捉施設は新潟県の関川を参考に基本形状（原案）を設定
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小本川の流木捕捉施設の原案

流木捕捉施設の設置予定箇所
（河口から34km地点）

新
河
道

捕
捉
池
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（流木捕捉）

流木
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条件項目 実物 模型 備考

流量① 680m3/s 38.5ℓ/s 1/30年確率（計画流量）

流量② 470m3/s 26.6ℓ/s 1/10年確率流量

実験時間 4時間 34分 洪水継続時間

実験の概要

模型スケールはS=1/50、現地が岩盤床であるため河床は固定床（モルタル）で製作した。

流量2ケース×流木模型2ケースの計4ケースについて、定常流で流木捕捉実験を行う。

■流量条件

■流木投入条件

条件項目 実物 模型 備考

流木①

直径 0.3m 0.6cm

長さ 6m 12cm 流木の平均長

投入本数 ― 3,600本 計画流出流木量1,500m3

投入間隔 ― 2本／秒

流木②

直径 0.3m 0.6cm

長さ 12m 24cm 立木（河畔林）の平均長

投入本数 ― 1,800本 計画流出流木量1,500m3

投入間隔 ― 1本／秒

※流木模型の比重は1.1（現地で多くを占める広葉樹を想定）
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流木捕捉施設の原案作成

検討の流れ

①流入口の位置の選定

詳細設計に反映

流木捕捉施設の最終形状案の設定

②流入口の幅の選定

④スリット形状・型式の選定

③流入口の高さの選定
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流木捕捉率の変化
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スリット周辺の堆積状況（最終形状案）

捕捉池新河道

捕捉池

新河道

流木長 6m
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まとめ

本検討では，試行錯誤的に施設形状を設定し検討を行った．
その結果計画流出流木量1,500m3の約７割を捕捉できる施
設形状を設定できた．

ただし，流出流木量の７割削減が下流域の流木被害をどの
程度軽減できるのかは不明．

河川における流木捕捉施設設計にあたり，設計基準，構造
令等の制定が望まれる．
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ご清聴ありがとうございます。
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スリット周辺の捕捉状況（最終形状案）

ケース⑦-1-1 ケース⑦-1-2

捕捉池新河道

捕捉池

新河道

流木長 6m 流木長 12m捕捉率87.5％ 捕捉率80.3％

スリット越流率0.9％
スリット越流率0.6％
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